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語文97(2011・ 12大阪大学国語国文学会)

近
世

・
近
代
に
お
け
る
助
数
詞

「
回
」
に
つ
い
て

―
―
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
用
法
を
中
心
に
―
―

一
　
は
じ
め
に

現
代

に
お
い
て
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
場
合

に
は
助
数
詞

で
あ
る

「度
」
や

「
回
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）

今
年
の
夏
は

（三
回
／
三
度
｝
か
き
水
を
食
べ
た
。

Ｈ∪
＞

（
一
九
九
九
）
で
は
現
代
語
に
お
け
る

「度
」
と

「
回
」
に
つ
い
て
、

そ
の
違
い
を
考
察
し
て
い
る
が
、
用
法
は
基
本
的
に
重
な
る
部
分
が
多
い
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
似
た
用
法
を
持

つ
二
つ
の
助
数
詞
で
あ
る
が
、
現

代
の
話
し
こ
と
ば
で
は

「
回
」
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
「度
」
は
あ

ま
り
使
用
さ
れ
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
五

。
二
節

で

述

べ
る
。
）
し
か
し
、
時
代
を
遡

っ
て
見
て
み
る
と
、
近
世
ま
で
は
行
為
や

出
来
事
を
数
え
る
場
合
、
「度

（
タ
ビ

。
ド
と

が
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、

「
回
」
の
用
例
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

「
回
」
が
ど
の
よ
う
な
過
程

を
経
て

「度
」
と
並
び
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
中
世
以
前
は

一
般
的
な
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
助
数
詞
で
は
な

伊

藤

由

重
員

か

っ
た
助
数
詞
の

「
回
」
が
、
近
世
の
漢
文
訓
読
体
の
文
献
で
生
産
的
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
入

っ
て

一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
節
で
中
国
語
に
つ
い
て
確
認

し
、
三
節
で
中
世
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
四
節
で
は
近
世
の
状
況

に
つ
い
て
文
学
作
品
と
、
そ
れ
以
外
の
文
献
と
し
て
科
学
書
を
取
り
上
げ
る
。

五
節
で
は
近
代
の
状
況
を
考
察
す
る
。
六
節
は
ま
と
め
で
あ
る
。

用
例
は
漢
字
表
記
を
基
準
と
し
て
集
め
た
。
表
記
は

「
回
」
「
廻
」
の
二

通
り
が
あ
る
が
、
特
に
用
法
の
違
い
は
見
出
せ
な
か

っ
た
た
め
、
同
じ
助
数

詞
と
し
て
取
り
扱
う
。
な
お
、
本
稿
で
は

「
三
回
」
の

「
三
」
の
よ
う
な
数

を
示
す
部
分
を
本
数
詞
と
呼
び
、
「
回
」
の
よ
う
な
本
数
詞
に
つ
け
る
接
尾

語
を
助
数
詞
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
本
数
詞
と
助
数
詞
を
併
せ
た
も
の
を
数
詞

と
呼
ぶ
。
ま
た
、
「数
」
「
幾
」
も
本
数
詞
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
扱

っ
て
い

Ｚり
。



二
　
中
国
語
に
お
け
る
量
詞

「
回
」

漢
語
助
数
詞
で
あ
る

「
回
」
は
、
中
国
語
を
源
流
と
し
て
い
る
。
『
漢
語

大
詞
典
』
で
は

「
回
」
の
項
目
の
中
に
中
国
語
の
類
別
詞
で
あ
る
量
詞
と
し

て
の
意
味
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
「次
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
次
」
は
中
国

語
で
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
場
合
に
用
い
る
量
詞
で
あ
る
。

（
２
）

回

〔…
〕
⑩
量
詞
。
（
１
）
次
。
唐
慕
幽

《柳
》
詩

¨
ズ
「
古
憑
君

一

贈
行
、
幾
回
折
蓋
復
重
生
。
″宋
王
安
石

《送
張
公
儀
宰
安
豊
》
詩

じ
雁
飛
南
北
三
雨
回
、
回
首
湖
山
空
夢
乱
。
″魯
迅

《雨
地
書
・
致

許
廣
平
四
》

¨
ビ
通
回
要
先
講

＾
兄

）字
的
講
義
了
。

″
（漢
語
大
詞
典
）

こ
の
よ
う
に
中
国
語
に
お
い
て
も

「
回
」
は
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
用
法

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
次
の
章
か
ら
中
国
語
の

「
回
」
が
日
本
語

の
中
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

〓
一　
中
世
以
前
の

「
回
」

ま
ず
は
中
世
以
前
の

「
回
」
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
。
中
世
以
前
の
日

本
語
で
は
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
主
に

「度

（
タ
ビ

・

ド
）
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
タ
ビ
は
上
代
か
ら
万
葉
仮
名
の
用
例
が
確
認

で
き
、
ド
も
中
古
か
ら
仮
名
書
き
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。

（３
）

白
波
の
　
寄
そ
る
浜
辺
に
　
別
れ
な
ば
　
い
と
も
す
べ
な
み
　
八
度

袖
振
る

【
夜
多
批
蘇
三
布
流
】
　

（萬
葉
集

・
巻
二
十

。
四
三
七
九
）

（４
）

ま
ろ
は
七
と
ま
う
て
し
侍
そ
三
と
は
ま
う
て
ぬ
い
ま
よ
た
ひ
は
こ
と

に
も
あ
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
巻
本
枕
草
子

。
第

一
五
三
段
）

一
方
、
中
国
語
を
源
流
と
す
る
助
数
詞

「
回
」
は
漢
文
の
中
で
古
く
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
る
。
上
代
で
は

『
日
本
書
紀
』
や

『
万
葉
集
』
の
題
詞
に
そ

の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

（
５
）

會
明
、
兄
豊
城
命
以
墓
ク
辞

一奏
二
千
天
皇

一日
、
自
登
二
御
諸
山

一向
レ

東
、
而
八
廻
弄
槍
、
八
廻
撃
刀
。
　
　
　
　
（
日
本
書
紀

・
崇
神
紀
）

（
６
）

忽
見
二
入
レ
京
述
レ
懐
之
作
「
生
別
悲
分
断
レ
腸
萬
廻
、
怨
緒
難
レ
禁
。

硼
奉
二
所
心

■

首
　
　
　
　
　
　
（萬
葉
集

・
四
〇
〇
七

［題
詞
∪

中
古
で
は
次
の
よ
う
に
漢
詩
で
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。

（
７
）

衛
頭
未
有
須
央
息
　
呵
手
千
廻
著
案
文
　
（菅
家
文
草

・
雪
中
早
衛
）

和
文
の
中
で
は
、
異
同
の
あ
る
箇
所
で
は
あ
る
も
の
の
、
『
う

つ
ほ
物
語
』

で

一
例
用
例
が
み
ら
れ
る
。

（８
）

こ
の
宮
、
「数
回
仕
う
ま

つ
り
そ
し
た
り
や
」
と
て
、
御
か
は
ら
け

（
２
）

参
り
た
ま
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う

つ
ほ
物
語

。
国
譲
下
）

こ
の
時
期
に
お
い
て
和
文
で
の

「
回
」
の
用
例
は
珍
し
い
。
『
う

つ
ほ
物
語
』

の
漢
語
を
調
査
し
た
佐
藤

（
一
九
八
二
）
で
は
他
の
仮
名
文
に
み
ら
れ
な
い

独
自
の
漢
語
に
つ
い
て

「
漢
文
資
料
の
用
語
を
土
台
に
し
て
い
る
」
公
一六

四
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
「数
回
」
は
佐
藤
氏
の
調
査
に
お
い
て
漢
文

関
係
の
用
例
が
見
い
だ
せ
な
か

っ
た
語
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
前

述
し
た
と
お
り

「
回
」
は
漢
文
で
用
例
が
見
ら
れ
る
た
め
、
佐
藤
氏
の
結
論

と
合
致
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
古
ま
で

「
回
」
は
基
本
的
に
漢
文
の

な
か
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

中
世
に
入
る
と
漢
文
訓
読
体
や
和
漢
混
清
体
の
文
章
の
中
で
使
用
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
用
例
数
は

「度
」
と
比
べ
る
と
僅
か
で
あ
る
。



（
９
）

萬
劫
千
生
幾
同
力
生
ジ
、
幾
同
力
死
セ
ン
。
（正
法
眼
蔵
随
聞
記
二
）

（
１０
）

黒
髪

ノ
乱

ン
世

マ
デ
存

ヘ
バ
是

ヲ
今

ハ
ノ
形
見
ト
モ
見

ヨ
此
女
房

立
婦
り
、
形
見
ノ
髪
卜
歌
ト
ヲ
見
テ
、
讀
テ
ハ
泣
、
々
テ
ハ
讀
ミ
、

チ

タ

ビ
‐モ
‐モ
レ

に

マ
キ

　

　

　

　

ド

モ

　

　

　

　

ミ
グ

レ

千
度
百
廻
雀
返
セ
共
、
心

乱
テ
セ
ン
方
モ
ナ
シ
。
（太
平
記

・
巻
四
）

（
１０
）
の
例
で
は
、
タ
ビ
と
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
行
為
や
出
来
事

を
数
え
る

「
回
」
に
振
仮
名
が
附
さ
れ
る
場
合
、
タ
ビ
と
附
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
『類
衆
名
義
抄
』
に
お
い
て
も

「幾
廻
」
は

「
イ
ク
タ
ビ
」
と
書
か

れ
て
お
り
、
（
５
）
に
挙
げ
た

『
日
本
書
紀
』
の
例

で
も
北
野
本

で

「
ヤ
タ

ビ
」
と
い
う
訓
が
確
認
で
き
る
。

ク
ワ
イ
と
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る

「
回
」
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
場
合

は
次
に
挙
げ
る
例
の

「
星
霜
」
「霜
華
」
の
よ
う
に
年
月
を
数
え
る
用
例

で

あ

る
。

て
い
わ
う
　
　
　
　
だ

い
　

　

せ
い
ぎ
う
―
―
し
ぃ
ｋ
は
К
い
い

（
Ｈ
）

そ
の
後
、
帝
皇
廿
五
代
、
星
霜
三
百

余

廻
な
り
。

（保
元
物
語

・
将
軍
塚
鳴
動
並
び
に
彗
星
出
づ
る
事
）

サ
ウ
ク
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ト
ビ
′
い
に

（
‐２
）

あ
ひ
し
た
が
ふ
霜
華
す
み
や
か
に
九

廻
を

へ
た
り
。

（正
法
眼
蔵

。
排
道
話
）

『
易
林
本
節
用
集
』
で
は
、
ヨ

回
」
と
い
う
項
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
割

注

で

「
一
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
音
読
み
さ
れ
る

「
回
」

と
い
う
助
数
詞
は
専
ら
年
月
を
数
え
る
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
現
代
で
も
使
う

「
三
回
忌
」
な
ど
と
い
う
言
い
方
は
こ
の
用
法
を

引
き

つ
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
中
世
以
前
に
お
い
て
、
行
為
や
出
来
事

を
数
え
る

「
回
」
は
、
未
だ
日
本
語
の
中
に
は
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

四
　
近
世
の

「
回
」

四

。
一　
土早
段
を
数
え
る
用
法

近
世
に
入
る
と
助
数
詞

「
回
」
は
新
た
に
章
段
を
数
え
る
場
合
に
も
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
現
代
で
も
こ
の
章
段
を
数
え
る

「
回
」
は
よ
く
使
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
用
法
は
中
国
の
自
話
小
説
の
中
の

一
形
式
、
章
回
小
説

の
単
位

「
回
」
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
振
仮
名
が
附
さ
れ
る
場

合
、
「
だ
ん
」
な
ど
と
附
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
も
の
の
、
「
く
わ
い
」
と
附

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
章
段
を
数
え
る

「
回
」
は
当
初
、
通
俗
物
や
読
本
の

よ
う
な
白
話
小
説
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
作
品
に
見
ら
れ
た
が
、
次
第
に

人
情
本
と
い
っ
た
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
も
章
段
を
数
え
る
場
合
に

「
回
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
で
は
、
行
為
や
出
来
事
を
数

え
る

「
回
」
は
ど
の
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四

。
二
　
一何
為
や
出
来
事
を
数
え
る
用
法

四

・
二

。
一　

文
学
作
品

近
世
に
入
る
と
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る

一
般
的
な
助
数
詞
と
し
て
は

「度
」
に
加
え
て
、
「遍

（返
と

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
遍
」
は
中

世
で
は
経
や
念
仏
を
唱
え
る
な
ど
声
を
出
し
て
何
か
を
読
み
上
げ
る
場
合
に

使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
近
世
に
入

っ
て
行
為
や
出
来
事
全
般
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
く
る
。

（
‐３
）

Ｔ
・〕
此
中
間
我
こ
や
ど
の
新
橋

へ
は

つ
れ
ゆ
か
ず
し
て
、
同
じ

所



七
二
七

　

俗
語
解

七
四
八
　
　
小
説
字
彙

七
八
四
　
　
語
録
訳
義

八

一
〇
　
　
水
滸
伝
訳
解

一
度
上

ム
　
一
次
上
ム
モ
ヲ
ナ
ジ

ヒ

ト

タ

ビ

ヒ

ト

タ

ビ

ナ

リ

何
ニ
テ
モ
云
云
ヒ
ト
イ
キ
也

回 回 回 回
兄

年
代

辞
書
名
　
　
　
項
目

語
釈

を
四
五
返
も
右
行
左
行
と

つ
れ
て
ま
は
り
け
れ
ど
も

〔…
〕

（好
色

一
代
女

。
巻
四
）

行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
の

「
回
」
は
、
中
世
以
前
は
日

本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
近
世
の
唐
話
の

辞
書
で
は

「
一
回
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
回
」
は
未
だ
外
国

語
と
し
て
注
釈
を
加
え
る
対
象
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

【表
１
】
唐
話
辞
書
記
述

一
覧

唐
話
辞
書
で
注
釈
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た

「
回
」
は
文
学
作
品
で
は
通
俗

物
や
読
本
と
い
っ
た
白
話
小
説
の
影
響
が
強
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

次
に
挙
げ
る
自
話
小
説
の

「売
油
郎
独
占
花
魁
」
で
は
、
「
回
」
が
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳

で
あ
る

『
通
俗
繍
像
新
裁
綺
史
』
で
は

「
一

回
」
に
ヒ
ト
タ
ビ
と
振
仮
名
が
附
さ
れ
、
白
話
小
説
の
語
彙
が
そ
の
ま
ま
利

用
さ
れ
て
い
る
。

（
‐４
）
ａ
　
固
個
飽
看
那
女
娘

一
回
、
也
是
前
生
福
分
。
（売
油
郎
独
占
花
魁
）

ハ
カ
ル
　
　
　
ア
ク
マ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ほ
Ｌ
に
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ガ
カ
ゴ

ｂ
　
身
ヲ
国
マ
ジ
飽

ニ
ア
ノ
女
娘
ヲ
見
コ
ト

一
回
ナ
リ
ト
コ
レ
我
前

生
ノ
福
分
ナ
ラ
ン
。
　
　
　
　
（通
俗
繍
像
新
裁
綺
史

・
第
四
回
）

岡
田

（二
〇
〇
六
）
で
は
通
俗
物
の
語
彙
に
つ
い
て
調
査
し

「翻
訳
作
品
の

多
く
が
数
量
詞
に
お
い
て
白
話
語
彙
に
大
き
く
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
」
（三
八
四
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
「
回
」
も
白
話
語
彙
が
利
用
さ
れ

る
形
で
通
俗
物
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
通
俗
物
で
は
原
文
が

「
回
」
で
な
い
部
分
で
も

「
回
」
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
（
１５

ａ
）
の
中
国
語
の
原
文
で
は

「
遍
」
と
な

っ
て
い

る
箇
所
が
、
翻
訳
さ
れ
た

（
１５
ｂ
）
で
は

「
回
」
と
な

っ
て
い
る
。

（
‐５
）
ａ
　
有
心
看
上
了
朱
小
官
人
、
幾
遍
的
到
下
鈎
子
去
勾
搭
他
、
誰
知
朱

重
是
個
老
賞
人
、
又
且
蘭
花
握
凝
醜
陸
、
朱
重
也
看
不
上
眼

（売
油
郎
独
占
花
魁
）

ｂ
　
那
小

官

人

ヲ
看
上
シ
。
幾
回
鈎
子
ヲ
投
下
シ
。
勾

搭
セ
ン
ト

シ
ケ
レ
ト
モ
。
朱

重
原
来
老
賞
ノ
者

ニ
テ
又
蘭
花
ガ
貌

握
醍
ナ

レ
バ
。
終

二
他

ヲ
眼

ニ
ト

ヽ
メ
ズ
。
（通
俗
赤
縄
奇
縁

。
第
三
回
）

通
俗
物
は
白
話
小
説
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、
そ
の
翻
訳
の
結
果
の
和
文
化
の

度
合
い
は
異
な
る
が
、
岡
田

（
二
〇
〇
六
）
の
考
察
の
結
果
、
「和
文
度
」

が
高
い
と
さ
れ
た

『
通
俗
古
今
奇
観
』
『
通
俗
平
妖
伝
』
で
も

「
回
」
は
見

ら
れ
る
。

（
‐６
）

↑
己

其
ノ
時

忽

チ
袖

ヲ
モ
ツ
テ

一
回

ハ
ラ
イ
創

光

ヲ
撮

玉

フ

原
来
此
ノ
鉛
弾

光
ヲ
集
メ

〔…
〕
　

　

　

（通
俗
平
妖
伝

・
第

一
回
）

こ
の
よ
う
に
通
俗
物
に
お
い
て
は
、
作
品
ご
と
に
翻
訳
の
仕
方
は
異
な
る
も

の
の
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る

「
回
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
翻
訳
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
く
白
話
小
説
の
影
響
下
に
あ
る
読

本
で
も

「
回
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。



（‐７
）

信
長
の
器
量
人
に
す
ぐ
れ
た
れ
ど
も
、
信
玄
の
智
に
及
ず
。
謙
信
の

お

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―

―

に

０

武
勇
に
劣
れ
り
。
し
か
れ
ど
も
富
貴
を
得
て
天
が
下
の
事

一
回
は
此

人
に
依
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雨
月
物
語

・
貧
福
論
）

（
‐８
）

爾

世
を
広
く
な
る
と
も
、
此
の
後

再
び
我
が
家
に
来
る
こ
と
な
か

Ｌ
ｒ
ｋ
Ｌ
貶

く
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぢ
　
た
い
め
ん

れ
。
千
回
来
る
と
も
、
爾
に
対
面
せ
ず
。
　
　
　
　
　
　
（英
草
紙
）

こ
こ
に
挙
げ
た
用
例
の
よ
う
に
読
本
に
お
け
る

「
回
」
に
は
タ
ビ
と
い
う
振

仮
名
が
附
さ
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
章
段
を
数
え
る
用
法
の

「
回
」

で
は
音
読
み
の
ク
ワ
イ
と
い
う
振
仮
名
が
附
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か

っ

た
の
に
対
し
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
用
法
で
は
音
読
み
の
ク
ワ
イ
と
い

う
振
仮
名
の
例
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
し
た
が

っ
て
、
読
本
に
お
け
る

「
回
」

は
、
タ
ビ
の
漢
字
表
記
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

特
に
、
曲
亭
馬
琴
の
作
品
で
は
、
多
く
の

「
回
」
が
見
ら
れ
る
。
『
椿
説

弓
張
月
』
で
は

「
度
」
が
２３
例
、
「
遍
」
が
７
例
、
「
回
」
が
２‐
例
と
な

っ
て

お
り
、
表
記
と
し
て
は

「
度
」
と
並
ん
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
、
表
記
と
し
て
の

「
回
」
の
在
り
方
を
以
下
で
も
う
少
し
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
。

実
際
に
用
例
を
見
て
い
く
と
、
「幾
回
」
「
数
回
」
の
例
に
大
き
く
偏

っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
下
に
挙
げ
る

【表
２
】
は

「
回
」
が
多
く
使
用
さ
れ

て
い
た
作
品
に
お
け
る

「
回
」
と

「度
」
の
用
例
を
本
数
詞
ご
と
に
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。

今
回
調
査
し
た
読
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た

「
回
」
の
用
例
６６
例
の
う
ち
、

‐９
例
が

「数

回
」
、

３０
例
が

「幾
回
」
の
例

で
あ

っ
た
。
「度
」
と
比
較
す

る
と
偏
り
の
あ
る
こ
と
が
顕
著
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
の
偏
り
が
見
ら

れ
る
原
因
と
し
て
は
、
「
回
」

が
助
数
詞
タ
ビ
と
結
び

つ
い
て

い
た
と
い
う
よ
り
は

「数
回
」

が

ア
マ
タ
タ
ビ
、
「幾
回
」
が

イ
ク
タ
ビ
と
熟
語
同
士
で
結
び

つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
為
、
「
回
」

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、

自
由
に
本
数
詞
と
結
び

つ
く
こ

と
が
な
く
、
生
産
性
の
低
い
状

態
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の

「数
回
」
「幾
回
」
を
熟
語
と
し

て
扱
う
例
は
、
時
代
を
湖
る
と

古
辞
書
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
文
学
作
品
に
お
い
て
は
、

行

為

や
出

来

事

を

数

え

る

「
回
」
は
タ
ビ
の
漢
字
表
記
と

し
て
用
い
ら
れ
、
生
産
的
な
助

数
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
か

っ
た
。

四

・
一
丁

一
一　
科
学
書

で
は
、
文
学
作
品
以
外
で
は

【表 2】 読本における「回」と「度」の本数詞

作品名 一 二 三 四 五 六 七 九 十 ～ 百 ～ 千 ～ 万 数 幾1計

回

椿説弓張月

南総里見八犬伝

開巻驚奇侠客伝

2

1

19121
3         1     1  1311129
5   1 1  1     1   6 11 17

3 8 1 1 1  1        1  1    19 301  66

度

椿説弓張月

南総里見八犬伝

開巻驚奇侠客伝

1212  1     2      14123
413815 1 1    1       2 2  10 21113
7 2 1                  :10

60411812   1  2   22 1161146

※「両」は「二Jに 含み、「 二三度Jと いった例は「三」に含む



ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
表

現
が
出
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
科
学
書
を
調
査
し
た
。
調
査
対
象
は
岩

波
書
店
の
日
本
思
想
大
系

『
近
世
科
学
思
想
上

。
下
』
、
朝
日
新
聞
社

『
復

刻
日
本
科
学
古
典
全
書
』
（抄
出
の
も
の
、
原
文
が
漢
文
の
も
の
は
除
く
）

お
よ
び
、
『
厚
生
新
編
』
『
西
説
内
科
撰
』
で
あ
る
。
こ
の
中
で
行
為
や
出
来

事
を
数
え
る
際
に
ど
の
よ
う
な
助
数
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
た
か
、
調
査
結
果

を
ま
と
め
る
と

【
表
３
】
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
結
果
か
ら
は
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
際
に
ど
の
よ
う
な
助
数
詞

が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
は
表
記
体
に
よ

っ
て
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
最
も

一
般
的
に
使
用
さ
れ
た

「度
」
は
ほ
と
ん
ど
の
文
献
で
使

用
さ
れ
、

３２
種
中
３０
種

の
文
献

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「度
」
以
外

で
は

「
遍
」
「
回
」
「
次
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
回
」
や

「次
」
は
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
文
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
「次
」
は
現
在
で
も
中

国
語
で
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
際
に
使
用
さ
れ
る
量
詞
で
あ
る
。
近
世
の

唐
話
辞
書
の
な
か
に
は

「
次
」
を
載
せ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
「
回
」
と
同

じ
く
白
話
語
彙
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
漢
字
平
仮
名
交
じ

り
の
文
献
と
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
文
献
の
文
体
を
比
較
し
て
み
る
と
、
概

ね
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
方
が
、
漢
語
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
は
、
比
較
的
和
語
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
文
は
漢
文
訓
読

の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、

「
回
」
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
文
献
に
見
ら
れ
る
の
は
中
世
の
使
用
の
傾

向
を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

「
回
」
の
用
例
を
挙
げ

て
お
く
。

（
‐９
）

伏
（レ
ド
三

二
健
偶
々
正
封
シ
テ
、
日
光
ノ
我
ガ
眼

二
来
ル
ヲ
遮
ル
コ

ト
、
年

二
二
回

二
及
ブ

コ
ト
ア
リ
。

コ
レ
ヲ
日
蝕
ト
イ
フ
。

（気
海
観
潤
広
義

・
巻
四
）

（２０
）

一
一日
ヲ
経
テ
再
ビ

一
剤

ヲ
服
ス
ベ
シ
。　
一
回
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
諸
腸
ヲ
蓋

ク
浄
族
ス
ル
ニ
足
ザ
レ
バ
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
（西
説
内
科
撰
要
）

（
２‐
）

別
に
熱
湯
を
加

へ
煮
て
前
の
如
く
す
る
こ
と
十
度
、
或
は
十
二
回
に

至
る
最
後
に
能
く
其
水
気
を
徐
々
に
傾
け
除
き
て
硫
黄
を
取
出
し
、

〔…
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（厚
生
新
編
）

『
厚
生
新
編
』
の
表
記
体
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
あ
り
、
例
外
的
に
見
え

る
が
、
そ
の
文
体
を
見
る
と
漢
語
の
多
用
や
漢
文
訓
読
特
有
の
言
い
回
し
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

「
回
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
た
が

っ

て
、
文
学
作
品
以
外

で
は
漢
文
訓
読
調
を
含
む
文
献
で
、
「
回
」
が
使
用
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ど
の
文
献
も
基
本
的
に
パ
ラ
ル
ビ
で
あ
る
た
め
、
読
み
方
を
確
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
場
合
は
文
学
作
品
と
同
じ
く

タ
ビ
や
ド
と
附
さ
れ
て
お
り
、
ク
ワ
イ
と
読
ま
れ
た
確
例
は
見

つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
な
い
例
も
多
く
、
そ

の
場
合
、
「
回
」
は
タ
ビ
の
漢
字
表
記
と
し
て
で
は
な
く
、
タ
ビ
と
は
異
な

る
助
数
詞

「
回
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
助

数
詞
と
し
て
の
生
産
性
を
調
べ
る
た
め
、
「
回
」
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

『
厚
生
新
編
』
『
気
海
観
瀾
広
義
』
で
の
用
例
の
本
数
詞
を
調
査
し
て
み
る
と
、

結
果
は

【表
４
】
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は

「度
」
と
比
較
し
て

み
て
も
数
に
偏
り
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、



【表 3】 近世科学書における行為・出来事を数える助数詞の使用状況

年代  仮名       書名 度 遍 回 次 1計

1564   平  親民鑑月集

江戸初期  平  医説

江戸初期  片  二儀略説

1688   平  御本丸様書上

1691   平  鉱山至実要録

1757   平  新撰養重秘書

1761   平  和漢船用集

1769   平  医事或問

1777   平  多賀墨郷君にこたも、る書

1780迄   片  師説筆記

1784   平  鉱山必要記事

1792   片  西説内科撰

1797   平  砂糖製作記

1803   片  重訂本草綱目啓蒙

文化―文政  片  泰西七金訳説

文化一文政  平  機織彙編

1822   平  農具便利論

1827   片  坑場法律

1827   片  山相秘録

1828   平  製葛録

1829   平  勇魚取絵詞

1829   平  鯨肉調味方

1833   平  綿圃要務

1836   平  製油録

天保末期  平  大砲鋳造法

181146  平  厚生新編

1849   平  病学通論

1850   片 気海観瀾広義

1850   片 西洋鐵煩鋳造篇

1850   片 鉄砲全書

1879   平  日本鉱山編

1889   片  鐵銃製造御用中心覚之概略

24 1
3

15

2

6

10

3

4

7

5 1   1
7 1
3   1 17
7

12 1   7
12

48 6
4

3

1 1   1
4

1 1
3

6

3

5 15

71 5 37 11
1

3   27 1
10

4 8
8

1

25

1

15

2

6

10

3

4

7

7

8

21

7

20

12

54

4

3

3

4

2

3

6

3

20

124

1

31

10

12

8

1

※仮名表記の「 たび」は「度」に含み、「返」は「遍」に含む

※「年代」は『復刻科学古典全書』の著述年代、及び『 国書総目録」の成立年代による。

【表 4】『厚生新編』『気海観瀾広義』における本数詞

一 二 三 四 五 六 八 十 ～ 百 ～ 千 幾 数1計

『厚生新編』
回

度

15 6 4 2 3 1 8  1
12 20 14 10  2  1     1

44

65

『気海観瀾広義』
回

度

15 5        1 4  1
3

２６

３



こ
こ
で
の

「
回
」
は
ど
ん
な
数
で
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
生
産
性
の
高
い

助
数
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
文
学
作
品
で
は
生

産
性
が
低
く
、
タ
ビ
の
漢
字
表
記
の

一
つ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
科
学
書
で
は
生
産
的
な
助
数
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

五
　
近
代
の

「
回
」

こ
こ
ま
で
近
世
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
近
代
に
入
る
と
そ
の
使

用
範
囲
は
拡
大
し
、
日
本
語
の
中
に
定
着
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

『和
英
語
林
集
成
』
の
初
版

。
第
二
版
に
お
い
て
は

「
回
」
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

（
２２
）
　

一
パ

く́
Ｌ

・
ク

ワ
イ
、

同
一、

Ｐ

＞

０
，

”
ｏ
一
Φ
Ｆ

∽
Φ
Ｏ
一
ざ
Ｐ

゛
濠
Ｓ
ヽ

，
ｏ
５
Φ

ｏ
，

”
ｏ
一ｏ
【
・
ン
ミ
お
Ｓ
ヽ
」
ミ
ｏ
Ｓ

一
す
ｏ
∽
０
０
０
●
０
０

，
”
０
一
ｏ

，

（和
英
語
林
集
成

［初
版
∪

（２３
）

パ
く
」

ク
ワ
イ
　
回
　
●
・
＞

ｏ
，

”
ｏ
８
●
８
２
ざ
Ｐ

〓
ヨ
Ｑ
濠
お
Ｓ
ミ
´

Ｏ
う
ｏ
ｏ
口
”
ｏ
一Φ
）ヽ
Ю
ｂ
ｂ
Ю
一
ド
」
、
Ｓ
ｓ
」
毯ｓｓ
・
一〓
ｏ
∽Φ
Ｏ
Ｏ
●
Ｑ
ｏ
す
”
ｏ
一ｏ
●
陸
隈
Ⅳ

Ｏ
●
Ｏ
Ｌ
８
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（和
英
語
林
集
成

［第
三
版
∪

初
版
で
は
、
†
の
印
か
ら
文
章
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
章
段
を

数
え
る
用
法
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
版
で
は
、
行
為
や
出

来
事
を
数
え
る
用
法
が
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
増
補
か
ら
は
、

「
回
」
に
お
け
る
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
用
法
が
記
述
に
値
す
る
だ
け
の

用
法
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
で
、
近
代
に
お
け
る

「
回
」
の

様
相
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

五

・
一　
文
章
語
か
ら
口
頭
で
の
使
用
ヘ

近
代
で
は
話
さ
れ
た
言
葉
が
そ
の
ま
ま
に
近
い
形
で
写
し
取
ら
れ
た
速
記

の
資
料
が
あ
る
が
、
帝
国
議
会
の
会
議
録
に
は
次
の
よ
う
に
行
為
や
出
来
事

を
数
え
る
助
数
詞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（２４
）

規
則

二
於
テ

一
回

ハ
決
戦
投
票
ヲ
為

ス
ベ
シ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ア
ル
ガ
、

私

ハ
同
ジ

コ
ト
ノ
決
戦
投
票
ヲ
幾
度
モ
為
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ
見
出
シ

マ
セ
ヌ
　
　
　
　
　
　
（衆
議
院
速
記
録
号
外
議
長
副
議
長
選
挙
会
）

（２５
）

只
今
議
長
ノ
述
ベ
ラ
ル
ヽ
所

二
依

レ
バ
、
決
選
投
票

ハ
何
遍
デ
モ
や

る
卜
云
フ
コ
ト
デ
ア
ル
、
只
今
ノ
結
果
デ
見
レ
バ
三
遍
デ
済
ム
カ
四

遍
デ
済
ム
カ
、
殆
ド
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ヌ
ト
思

フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（衆
議
院
速
記
録
号
外
議
長
副
議
長
選
挙
会
）

こ
こ
で
は
決
選
投
票
に
つ
い
て

「
回
」
「度
」
「
遍
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

会
議
録
に
は
振
仮
名
が
ほ
と
ん
ど
な
く
語
形
の
確
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
助
数
詞
の
違
い
が
実
際
の
発
言
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
と
口
頭
で
も
助

数
詞

「
回
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
ま
で
は

「
回
」
は

漢
文
訓
読
調
を
含
む
文
章
を
中
心
に
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
世
の

「
回
」

は
文
章
語
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
口
頭
で
も
使
用
さ
れ
始
め
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

近
世
で
は
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る

「
回
」
に
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る

場
合
、
タ
ビ
や
ド
と
い
っ
た
当
時
の
日
本
で

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
助

数
詞
が
振
仮
名
と
な

っ
て
い
た
が
、
近
代
に
入
る
と

「
回
」
の
音
読
み
で
あ

る
ク
ワ
イ

（カ
イ
）
が
附
さ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
を
や
ぢ
　
じ
つ
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
き
い
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
　
　
　
　
―
―
―
Ｉ
Ｌ
Ｆ
●
ｐ
い

（２６
）

〔…
〕
此

爺
の
実
験
ば
な
し
を
聞
て
見
る
と
、
何
で
も
二
三
千
回
も



航
海
し
た
か
と
お
も
わ
れ
る
様
で
、
Ｔ
し
　
頭

の
皮
を
剥
れ
た
こ
と
さ

へ
十
五
回
や
二
十
回
は

有

つ
た
そ
う
で
し
た
。

（小
公
子

・
第
五
回
）

（
２７
）

〔…
〕
大
に
政
府
の
警
戒
を
引
起
し
遂
に
集

会

條
例
を
制
定
し
　
其
の
後
更
に
数
回
の
改
正
あ

り
て
條
例
の
施
行
は
愈
よ
厳

重
と
な
り

〔・己

（雪
中
梅

・
第
二
回
）

（２６
）
（
２７
）
で
は

「
回
」
に
ク
ワ
イ

（カ
イ
）
と
い
う

振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
の
文
が
文
語
体
、

会
話
文
が
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る

『
金
色
夜
叉
』
で

は
地
の
文
で
は
タ
ビ
と
附
さ
れ
て
い
る
が
、
会
話
文
で

は
ク
ワ
イ
と
附
さ
れ
て
い
る
。

（
２８
）

佐
分
利
は
幾
数
回

頷
き
て
、
Ｔ
し

（金
色
夜
叉

。
中
編

・
第

一
章
）

（
２９
）

「
Ｔ
し

夙
て
話
は
聞
い
て
居
る
が
、
那
の
三
百

た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぬ
し
　
　
と
は
ば
や
し

　

こ
れ
ま
で
惜
Ｌ
ｋ
お
い

園
に
封
し
て
は
、
借
主
の
遠

林
が
従
来
三

回

に
二
百
七
十
回
の
利
を
排

つ
て
在
る
。
Ｔ
・〓

（金
色
夜
叉

。
中
編

。
第
六
章
）

こ
の
よ
う
に
口
語
体
の
会
話
文
で
ク
ワ
イ
と
附
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
も
口
頭
で

「
回
」
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
言
文

一
致
が
行
わ
れ
て
以
降
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る

「
回
」
の
用
例
が

一
気
に
増
え
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
近
代
に
お
け
る

「
回
」
の
本
数
詞
と
の
組
み
合
わ
せ
を
確
認
す
る

た
め
、
明
治
の
小
説
を
収
録
し
た

『
明
治
の
文
豪
』
を
用
い
て
、
「
回
」
と

本
数
詞
と
の
組
み
合
わ
せ
を
調
べ
た
の
が

【
表
５
】
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る

と
何
か
に
偏
る
傾
向
は
な
く
、
生
産
性
が
高
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
近
世
ま
で
は

一
部
で
し
か
使
用
さ
れ
な
か

っ
た

「
回
」
が
近
代

に
入
り
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て

一
般
的
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

一
般
的
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
行
為
や
出
来
事

を
数
え
る

「
回
」
で
あ
る
が
、
文
献
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ

っ
て
そ
の
使
用
頻
度

（
８
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

に
は
差
が
あ
る
。
明
治
期

の
雑
誌

で
あ
る

『
明
六
雑
誌
』
・
『
国
民
之
友
』

（
１０
）

（創
刊
か
ら
二
年
分
）
と
明
治
期

の
小
説
を
集
め
た

『
明
治

の
文
豪
』
で

「
回
」
と

「度
」
の
使
用
数
を
比
較
す
る
と

【表
６
】
の

よ
う
に
な
る
。
文
学
作
品
で
あ
る

『
明
治
の
文
豪
』
で
は
、

「
回
」
と

「度
」
が

ほ
ぼ

１

¨
２０
と
大

き

く

「度
」
に

偏

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
明
治
期
の
雑
誌
で
は
ほ
ぼ
１

¨

１
で

「度
」
と

「
回
」
が
同
じ
よ
う
な
頻
度
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
雑
誌
の
文
章
の
よ
う
な
硬
い
文
体
の
場

合
に

「
回
」
が
使
用
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し

て
お
り
、
近
世
に
お
い
て
は
漢
文
訓
読
体
の
文
章
を
中
心

に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
傾
向
を
引
き
継
い
だ
も
の
と

思
わ
れ
る
。

【表 5】「明治の文豪Jに おける「回」と「度」の組み合わせ

一 二 三 四 五 六 七 十 ～ 百 ～ 千 幾 数 何1計
度

回

664218293 18 4 2 4 2 7 2 1 2134 2 75
17 7 9 5 2 10 6 3

1428

60

※「回」に「 たび」 と振 り仮名が振 られている例 も含む。

【表 6】 雑誌と文学作品での使用頻度

明治期雑誌 『明治の文豪』

度

回



五

。
二

「
度
」
の
生
産
性
の
低
下
と

「
回
」

こ
こ
で

「
度
」
の
生
産
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
代
に
お
い
て
、

「度
」
は
タ
ビ
と
訓
む
場
合
は
３
ま
で
の
数
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
生
産
性
は
か
な
り
低
い
。
ま
た
ド
と
音
読
み
さ
れ
る
場
合
で
も
１０
以
上

の
数
で
は
用
い
に
く
く
、
タ
ビ
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
生
産
性
は
低
い
。
近

年
の
話
し
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
『
女
性
の
こ
と
ば

（職
場
編
と

『
男
性
の
こ

と
ば

（職
場
編
と

に
お
け
る
使
用
を
見
て
み
る
と
、
「度
」
２９
例
に
対
し
、

「
回
」
１２９
例
と

「
回
」
の
使
用
が
優
勢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た

「
回
」
が
様

々
な
本
数
詞

で
使
用
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
「
度
」
は

「
一
度
」
２２
例
、
ョ

一度
」
２
例
、
「
何
度
」
５
例
と
、
生
産
性
が
低
い
状
態

で
あ
る
。

そ
こ
で
近
代
に
お
い
て
、
そ
の

「
度
」
の
生
産
性
は
ど
の
程
度
で
あ

っ
た

か
を
、
明
治
期
の
雑
誌

（前
掲
）
を
用
い
て
調
査
し
た
。
す
る
と
全
用
例
数

は

「
度
」
１０９
例

¨
「
回
」
１０８
例
と
ほ
ぼ
同
じ
数
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、

１０
以
上
の
本
数
詞
に
つ
く
場
合
の
み
を
数
え
る
と

「度
」
８
例

¨

「
回
」
２３
例
と

「
回
」
が

「度
」
の
三
倍
近
く
使
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た

「度
」
の
１０
以
上

の
本
数
詞
を
見

て
も

「十
度
」
３
例

・
「
百
度
」
２
例

・

「数
百
度
」
１
例

。
「
億
度
」
２
例
と
な

っ
て
お
り
、
近
代
で
は
、
す
で
に
生

産
性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
回
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
に

「度
」
の
生
産
性
が
低
下

し
た
の
か
、
「
度
」
の
生
産
性
が
低
下
し
た
た
め
に

「
回
」
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
そ
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の

「度
」
の

生
産
性
の
低
下
に
よ
り
、
「度
」
に
変
わ
る
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
助
数

詞
が
必
要
と
さ
れ
、
「
回
」
の
使
用
が
広
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

２つ
。

工（
　
ま
と
め

以
上
、
本
稿
で
は
助
数
詞

「
回
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
受
容
さ
れ
、
日
本

語
に
お
い
て

一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
か
を
追

っ
て
き
た
。

上
代
よ
り
漢
文
で
使
用
さ
れ
て
い
た

「
回
」
は
、
中
世
ま
で
は

一
般
的
な

助
数
詞
で
は
な
か

っ
た

（三
節
）
。
近
世
に
入

っ
て
も
自
話
語
彙
と
し
て
認

識
さ
れ
、
文
学
作
品
な
ど
で
は
あ
ま
り
生
産
性
を
持
た
な
い
助
数
詞
で
あ

っ

た
が
、
漢
文
訓
読
調
を
含
む
文
章
で
は
生
産
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
た

（
四
節
）
。
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
近
代
で
は
使
用
範
囲
が
広
が

り
、
口
頭
で
も
使
用
さ
れ
る

一
般
的
な
助
数
詞
と
な

っ
た

（五
節
）
。

現
在
、　
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
助
数
詞
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
き
た

の
か
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
が
、
「
回
」

の
よ
う
に
近
世
で
は
漢
文
訓
読
体
を
中
心
に
使
用
さ
れ
、
近
代
に
な

っ
て
か

ら

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
助
数
詞
は
、
他
に
も
多
く
存
在
す

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
回
は
そ
の

一
例
と
し
て

「
回
」
を
取

り
上
げ
た
。

一圧（１
）

現
代
中
国
語
に
お
い
て
、
「回
」
と

「次
」
は
動
詞
を
修
飾
す
る
量
詞
と

し
て
使
用
す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
置
き
換
え
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。

（２
）

底
本
の
前
田
家
本
で
は
、
「数
回
」
が

「す
く
わ
い
」
と
仮
名
で
表
記
さ

れ
て
い
る
。



（
３
）

中
世
の
言
語
を
伝
え
る
日
葡
辞
書
で
は
、
助
数
詞
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
「
回
」
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
ア
）

】８
●
”
・̈

イ
ッ
ク
フ
イ

（
一
回
）
コ
ざ
ヨ
品
ξ
一
２

回
り
）

一
巡
、

あ
る
い
は

一
回
転
。
文
章
語
　
　
　
　
　
　
　
　
（邦
訳
日
葡
辞
書
）

『
日
葡
辞
書
』
で
は
助
数
詞
を
載
せ
る
際
、
「～
の
数
え
方
」
と
い
う
説
明
を

す
る
た
め
、
こ
こ
で
の

「
回
」
は
助
数
詞
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

（４
）

筆
者
の
調
査
で
は
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る

「
回
」
で
振
仮
名
に

「
く

わ
い
」
と
附
さ
れ
て
い
る
例
は
、
通
俗
物
を
含
め
て
も

一
例
で
あ

っ
た
。
平

仮
名
表
記
さ
れ
た
例
で
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（イ
）

ぢ
ぞ
う
の
か
ほ
も
三
く
わ
い
め
に
は
は
ら
を
た
つ
だ
。

（北
国
巡
礼
唄
方
便
）

『北
国
巡
礼
唄
方
便
』
は
曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
行
為
や

出
来
事
を
数
え
る

「
く
わ
い
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
同
音
の
助
数

詞

「会

（く
わ
い
と

が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
こ

は
遊
里
で

女
郎
に
会
う
回
数
を
数
え
る
も
の
で
次
の
例
の
よ
う
に
洒
落
本
で
よ
く
使
用

さ
れ
る
。

（
ウ
）

初
く
わ
い
に
お
か
る
ゝ
心
も
な
じ
む
に
打
と
け

〔…
〕
や
り
て
わ
か

い
も
の
か
ゑ
が
ほ
の
よ
い
は
二
会
め
の
花
か
ら
三
く
わ
い
め
の
と
こ

は
な
に
は
さ
す
か
の
大
夫
も
大
門
ま
て
お
く
れ
り
　
　
　
（契
国
策
）

「会
」
は
仮
名
表
記
さ
れ
た
場
合
、
「
回
」
と
区
別
が

つ
か
な
い
。
『北
国
巡

礼
唄
方
便
』
の
清
田

（
一
九
七
九
）
の
翻
刻

で
は

「
三
く
わ
い
」
に

「
三

回
」
と
い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
は
遊
女
の

一
生
を
旅
に

た
と
え
た
も
の
で
あ
り
、
（イ
）
の
文
と
同
じ
頁
の
絵
も
遊
郭
と
思
わ
れ
る

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
ズ
こ

と

「
回
」
が
か
け
ら
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
近
世
で
は

「
回
」
を

「会
」
と
同
じ
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
例

も
存
在
す
る
。

（
工
）

又
女
郎
の
気
象
を
い
は
ゞ
、
夜
店
と
い
へ
る
退
屈
な
く
、
或
は
裏
の

三
廻
目
の
と
わ
け
た
仕
内
な
く
、
Ｔ
し
自
然
と
心
の
び
や
か
に
て
、

気
象
に
微
塵
も
い
や
み
な
し
。
　
　
　
釜
口原
細
見
里
の
を
だ
巻
評
）

日
本
古
典
文
学
大
系
の
頭
注
に
は
、
ョ
一廻
目
」
の
語
に
対
し
て

「
三
廻
目

は
三
回
目
、
こ
の
時
か
ら
初
め
て
馴
染
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
煩
わ
し
い
し
き

た
り
が
あ

っ
た
。」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

コ
ニ
廻
」
は
意
味
と
し
て
は

「
二
会
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
管
見
の
限
り

（
ウ
）

の
他
に
一
例
の
計
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、
天
至

が

「廻
」
「回
」
と
表
記
さ

れ
る
例
は
他
に
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（５
）

中
世
の

『太
平
記
』
で
は

「度
」
が
２５‐
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
「回
」
は

３
例
に
留
ま
る
。

（６
）

古
辞
書
に
お
い
て
助
数
詞
は

「
一
」
と
組
み
合
わ
せ
て
項
目
と
な
る
こ
と

が
基
本
で
あ
る
が
、
基
本
通
り

「
一
回
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
年
月
を

数
え
る
用
法
で
あ
り
、
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
場
合
に
は

「数
回
」
「幾

回
」
と
い
う
敦
（語
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【表
】
行
為
や
出
来
事
を
数
え
る
助
数
詞
の
辞
書
記
述

一
覧

文
明
本
節
用
集

易
林
本
節
用
集

合
類
節
用
集

書
言
字
考
節
用
集

辞
書
名

幾 数 ― 幾 一 数
回 回 回 回 回 回

項
目

ス
ク
ワ
イ
／
カ

ヘ
ス

ク

フ

イ

イ

ク

タ

ビ

ク

フ

イ

ア

マ

タ

タ

ビ

イ

ク

タ

ビ

振
仮
名

（右
／
左
）

一 幾 一
年ヲ度 年
日

|ト 語
釈

『和
英
語
林
集
成
』
の
再
版
に
は

「
回
」
の
項
目
が
な
い
。

一
八
七
四
―
一
八
七
五
年
発
行
。

一
八
八
七
‐
一
八
九
八
年
発
行
。

明
治
二
〇
年
代
か
ら
大
正
期
の
前
半
ま
で
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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（１１
）

こ
の
二
桁
以
上
の
数
で

「度
」
が
使
用
さ
れ
に
く
い
傾
向
は
近
世
か
ら

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
用
例

（２‐
）
で
は
１０
に
は

「度
」
が
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、

１２
で
は

「回
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

【表
４
】
で
は

本
数
詞
が
二
桁
の
用
例
が
９
例
あ
る
な
か
で
、
「度
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る

の
は
１
例
の
み
で
あ
る
。

使
用
文
献

上
代

¨
日
本
書
紀
…

『
日
本
書
紀
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）
『國
費

北
野
本
日
本
書
紀
』
（貴
重
固
書
複
製
會
）、
万
葉
集
…

『萬
葉
集
』
（
日
本
古
典

文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）
◆
中
古

¨
う
つ
ほ
物
語
…

『
う
つ
ほ
物
語
　
全
』
（お

う
ふ
う
）、
菅
家
文
草
…

『菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩

波
書
店
）
枕
草
子
…

『校
本
枕
草
子
』
（平
安
文
学
叢
刊
３
、
古
典
文
庫
）、
類
衆

名
義
抄
…

『類
衆
名
義
抄

観
智
院
本
』
（八
木
書
店
）
◆
中
世

¨
易
林
本
節
用
集

『古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（風
間
書
房
）、
合
類
節
用
集
…

『合
類
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（古
辞
書
大
系
、
勉
誠
社
）、
正
法
眼
蔵
…

『正
法
眼
蔵
　
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）、
正
法

眼
蔵
随
聞
記
…

『正
法
眼
蔵
　
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩

波
書
店
）
、
太
平
記
…

『太
平
記
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）、
日
葡

辞
書
…

『邦
訳
日
葡
辞
書
』
（岩
波
書
店
）、
文
明
本
節
用
集
…

『文
明
本
節
用
集

研
究
並
び
に
索
引
』
（風
間
書
房
）、
保
元
物
語
…

『保
元
物
語
平
治
物
語
』
（日

本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）
◆
近
世

¨
雨
月
物
語
…

『上
田
秋
成
集
』
（日

本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）、
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
…

『開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）、
契
国
策
…

『洒
落
本
大
成
　
第
七
巻
』

（中
央
公
論
社
）、
好
色

一
代
女
…

『西
鶴
集
上
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波

書
店
）、
厚
生
新
編
…

『江
戸
時
代
西
洋
百
科
事
典
―

『厚
生
新
編
』
の
研
究
―
』

（雄
閣
山
出
版
）、
語
録
訳
義
…

『語
録
訳
義
』
（唐
話
辞
書
類
集
、
古
典
研
究
会
）
、

繁
野
話
…

『繁
野
話
』
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）、
小
説
字
彙
…

『小
説
字
彙
』
（唐
話
辞
書
類
集
、
古
典
研
究
会
）、
書
言
字
考
節
用
集
…

『書
言

字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（風
間
董
房
）、
水
滸
伝
訳
義
…

『水
滸
伝
訳

義
』
（唐
話
辞
書
類
集
、
古
典
研
究
会
）、
西
説
内
科
撰
…

「古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
（，
諄
や
ヽ
１ヽ
■
■
■
Ｌ
〓
”
∽ｏＯ
”
う
ｏ
」ｏ
庁ヽ
ｏ
お
●
∽ｏ
江
じ

圭咀
不
記
一口万
¨
文
一

庫
８
‐
ε
露
「、
俗
語
解
…

『俗
語
解
』
（唐
話
辞
書
類
集
、
古
典
研
究
会
）、
椿

説
弓
張
月
…

『椿
説
弓
張
月
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）、
通
俗
繍
像

新
裁
綺
史
…

『
通
俗
繍
像
新
裁
綺
史
』
（近
世
白
話
小
説
翻
訳
集
、
汲
古
書
院
）、

通
俗
赤
縄
奇
縁
…

『
通
俗
赤
縄
奇
縁
』
（近
世
白
話
小
説
翻
訳
集
、
汲
古
書
院
）、

通
俗
平
妖
伝
…

『通
俗
平
妖
伝
』
（近
世
白
話
小
説
翻
訳
集
、
汲
古
書
院
）、
南
総

里
見
八
犬
伝
…

『南
総
里
見
八
犬
伝
』
（新
潮
日
本
古
典
集
成
別
巻
、
新
潮
社
）、

売
油
郎
独
占
花
魁
…

『醒
世
恒
言
』
（吉
本
小
説
集
成
、
上
海
古
籍
出
版
社
）、
英

草
紙
…

『英
草
紙
』
（新
編
日
本
文
学
全
集
、
小
学
館
）、
北
国
巡
礼
唄
方
便
…

「古
血
釜
録
“
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（，
けぼ
ミ̈
く
く
■
■
Ｌ
く
ｏ
８
０
Ｐ
”
ｏ
・Ｕ

庁ヽ
ｇ
ｏ
甲

８
オ
】ヽ
）
請
求
記
号

¨
へ
〓
‐
８
８
Ｐ、
吉
原
細
見
里
の
を
だ
巻
評
…

『風
来
山
人

集
』
（日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
）
◆
近
代

¨
国
民
之
友
…

『
（複
製
版
）

国
民
之
友
』
（学
習
堂
）、
金
色
夜
叉
…

『金
色
夜
叉
』
（名
著
複
刻
全
集
、
日
本

近
代
文
学
館
）、
小
公
子
…

『女
学
雑
誌
２６６
号
』
（女
学
雑
誌
社
）、
雪
中
梅
…

『雪
中
梅
』
（特
選
名
著
複
刻
全
集
、
日
本
近
代
文
学
館
）、
帝
国
議
会
会
議
録
…

『帝
国
議
会
議
事
速
記
録

Ｌ

（東
京
大
学
出
版
会
）、
明
治
の
文
豪
…

『ｏ
∪

刀
○
〓
版

明
治
の
文
豪
』
（新
潮
社
）、
明
六
雑
誌
…

『
（明
六
雑
誌
語
彙
総
索
引

附
録
）
復
刻
版
明
六
雑
誌
第
１
号
～
第
４３
号
』
（大
空
社
）、
和
英
語
林
集
成
…

「
和
英
語
林
集
成
』
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
９
”〓

ミ̈
ー
■
１
日
３
一∞
や

吾
Ｆ
”
ユ
又
ヨ
∞
Ｓ
ヽ
一●
８
ｘ
〓
ヨ
じ

◆
現
代

¨
『女
性
の
こ
と
ば

・
職
場
編
』

『男
性
の
こ
と
ば

・
職
場
編
』
（
ひ
つ
じ
書
一房
）
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